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突への投影では映像とのずれが大きく，煙突位置を移動させて対応し，豊平館大雪像大型模型
へのプロジェクションマッピングは無事上映する事ができた。
5．おわりに（写真21－22参照）
今回の豊平館大雪像大型模型へのプロジェクションマッ
ピングを通し，学生たちは決められた期間や予算内でどう
したら可能かなど，問題解決を繰り返しながら質の高い作
品に仕上げて行くこと，多くの人々の協力により作り上げ
ることなど，大学の講義だけでは学べない，多くのことを
学ぶことができた。
豊平館大雪像の大型模型制作を行うかについては，学生
達に判断してもらったが「見られなかった子どもたちへ，
見せてあげたい」との思いが学生達に伝わったことで作成
することへとつながり，「一人でも多くの子ども達に見せ
てあげたい」との学生達の思いが，多くの人々に感動を贈
る事ができたと考える。東北の震災で被災した子どもたち
には，直接見せる事は出来なかったが，豊平館大雪像の大
型模型は，展示を繰り返すたびに改良を加え，30分程度で
組み立てる事が可能となったことでより多くの人々に見て
もらう事が出来たと考えられる。なお，この研究は北方圏
学術情報センター研究助成を受けて行った。
写真21 完成した大型模型
写真22 完成した大型模型への
投影
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